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4月標識のB-516は､ 5-6月には2.4cm/日､ 6-7月には1.1 cm/日､ 7-8月には0･1cm/日､ 8-9月
には0cm/日と生長速度が低下していくとともに､末枯れ速度が5-6月には0･4cm/日､ 6-7月には0･8cm
/日､ 7-8月には2.4cm/日､ 8-9月には3.0cm/日と上昇し､ 2月の標識個体と類似した傾向を示した0 4
月には同時に標識した他の個体についても生長速度の低下と末枯れ速度の上昇の傾向は同様であった｡
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水溶性活性炭通過部(WP, 93 g)､水溶性メタノール溶出部(WM, 2.1 ど)､水溶性メタノール/アンモニ

























(1 :新r蛤物1 pachydictyoI A (3)25'. isopachydictyoI
A (4)26㌧ acetyldictyoI C (6)27)､ 18-hydroxy-2,7-
dolabelladiene (8)28'､ 10-acetoxy-18-hydroxy-2,
7-dolabelladiene (9)28･29'､ dilophol (ll)30･3㌦
dilopholacetate (12)32､ 3-acetoxyacetyldilophol
(13)31㌧ dictyolactone (14)33'､ dichotol (15:新化
合物)､ N-3からはdictyoI E (7)34㌧ N-4部か












両分　　　　　N A WP WM WMA
収t(g)　　　26･4　13.3　　93　　　2.1　　1.8
一~~                    -               - ▲
E-'　　　　　　0･87　　0.75　-0.03　　0.04　　　0.08







Nll :ヘキサン溶出部. N-2:ヘキサン/酢敢エチル19 : 1幹出部.

















































アワビに対する生物試験の結果から､ 5つの微量成分2-acetoxydictyoxide (1)､ acetyldictyoI C (6)､
18-hydroxy-2,7-dolabelladiene (8)､ 10-acetoxy-18-hydroxy-2,7-dolabelladiene (9)､ dictyolactone (14)､










[α] ｡27`- +14.40 (C, 0.17;CHC13)であった｡ L
R-EIMS　では　M'がm^Z　288に認められ､ HR-























DEPT), 1H-NMR(400MHz) i HMBC
データ`




HZl2･ H-3･ H-6, H･7, Hz-9, H2･13
H･3
5･51 m Hl-2, H2-17
H212, H2-17
4･25 bTS HZ･3, H-6. H2-17
1･67 m H-1, H2･2, H･7, Hz18, H-ll
2･14 m H-6, H2-8, J1-9, H-ll, H2112
1194 nl Hl7, H2-9, J1-ll
1.48 m
























H･1, H2･2, H･6, H2-8, H2･9, H2･18
H･6. H･7, H2-a, Hz･12, H2･13














































るoこの結果は15の絶対配置が正しいものであることを支持するものであり､ C-1､ C-5､ C-6､ C_7はそ
れぞれS､ R､ R､ Sと決定した｡
2 ) 2-Aeetoxydietyoxide (1)の構造決定
2-Acetoxydictyoxide (1)は[a] I,ニ　ー95.60 (C, 0.05 ;CHCl,)の無色油状物質である｡ LR-ELtMS
でM'がm^Z　346に認められ､またHR-EIMESではM'- CH,COOHのピークがm,<Z　286.2289
(Calcd･ for C20H300)であることから分子式はC22H3103である｡ IRで1735 cm-1にカルポニルの吸収､










MR l65.08 (lH, br i, J-6 Hz) i 5.69 (1H, m)] t13C-




































活性炭通過部(WP, 65 g)､水溶性メタノール溶出部(WM, 0.587 g)､水溶性メタノール/アンモニア溶













はpachydictyoI A (3)25㌧ isopachydictyoI A (4)26)､
ユ8-hydroxy-2,71dolabelladiene (8)28) ､ dilophol
(ll)30.31)､ dilophol acetate (12)32)､ dichotol (15)が
N-2部から､ acetyldictyoI C (6)27㌧ dictyoI E
(7 )34'､ 10-acetoxy-18-hydroxy-2,7-dolabelladiene













両分　　　　　　　N A WP WM WMA
収量Q;)　　　23.22　　7.019　　65　　　0.587　　2.074









N-I :ヘキサン酵出乱N-2 :ヘキサン/酢鹿エチル19.･ 1落川臥























































両分　　　　　　N A WP WMWMA
収丘由)　　　　3.7　1317;I,8　45･8　1･713　Jl･407
a 0.38　　0.93　-0.05　　0.83　　　0.96




マトグラフィー(TLC､メルク社製Silica ge160F254)によりヘキサン/酢酸エチル(2 : 1)で展開し
た際にそのRf値がほぼ0の極性の非常に強い混合物であった｡ A-3部をHPLCにより繰り返して精製




20は無色の油状物質であり､ 19とTLC (ヘキサン/酢酸エチル　2 : 1)で全く同じRf値(約0.3)
を示し､そのスペクトルデータ(IR､ LR-EIMS､ 1HINMR)は非常に良く類似している. IRでは3300





























(2H, q, J-7･3 Hz)に認められることから図Ⅲ-10の(b)に示した部分構造式が導かれる.残りのプロトン













































WM-1 :水溶出臥WM-2:水/メタノール3 : 1溶.ii部､
































A ll05　　0･91 5.81 (2H, a, J=2.9 Hz). 6.01 (4H. S),
6.03 (2H, a, J=2.2 Hz), 6.14 (2H,a, J=2.9 Hz),
6.23 (ltl, dd, J=2.2, 2.2 Hz), 7.7J.4 (9H, OH)
JI O･41　　0･96　5,81 (1H, a, J=2.9 Hz), 5.82 (lH, a, J=2.9 Hヱ),
5･99 (2tl, S), 6･01 (2tI, S), 6.03 (2H,Jn), 6.04(2H,5).
6･14 (lH, a, L=3.9 Hz), 6.15 (lH,a, )=2.4 Hz).
6.23(1H, dd. J=2.4, 2.0 Hz), 7.7-8.3 (loll, OH)
C　　2･39　　0･85　5.82 (2H, m), 5.83 (1H,a, J=2.9 Jk),
6･01 (3H,S), 6･03 (3H.nz), 6･14 (2H, m), 6.15 (3HJ),
6･23 (lH, dd, J=2･4, 2.0 Hz). 7.7-8.4 (llH, OH)
D 1.05　　0.89　5.81 (lH, a, J=2.4 1k), 5.82 (lH, a, J=2.5 Hz),
5.84 (lH. a, J=2･4 Hz), 5.99 (2H,S), 6･01 (2H,S),
ca. 6.3 (lH,m), 6,04 (2H, S), 6.13 (1H, d, J=2.9 Hz).
6.14 (lfl, a, J=2.9 Hz), 6.15(2H,S),
6.23 (lH, dd. J=2.5, 2.0 Hヱ), 7.7-8.3 (llH, OH)
E 1.05　　0.91 5.81 (1Jl, a. J=2.4 ttz), 5.84 (1tl,a, J=2.9 Hz:),
6.01 (lH, S).也. 6.02 (2H,hl), 6.14 (2Jl, S),
6.22 (1H,Lu. J=2.4, 2.0 Hz), 717-813 (8H, OH)
F 1.28　　0.91 5.81 (1H,a, J=2.7Hz),5.83(lH,dd, J=2.7.2.0Hz),
5.84 (lH, dd, J=2.7, 1.8 Hヱ), 6.01 (2H, a, J≡1,3 Hz),
6.03 (1H, a, J=2･O Hl), 6･1ト6115 (3H, m).
6.157 (1H,S), 6.164(2H,S),
6.23 (1H, dd, J=2.3, 2･2 Hz). 7･7-&･3 (9H, OH)
G 0.41　　0.90　5.Sl (lH,a, J=2.4 Hz). 5.糾(lH, a, J…214 Jtz),
2.20Hz),
●垂アセトンで測定した｡
6.Ol (2H,S), 6.03 (1H.a. J=2.0 Hz),







































(1H, d, J-3 Hz)､ 6.57 (1H, dd, J-8.8, 3 Hz)､ 6.64
(1H, a. J-8.8 Hz)に認められることから1,2,4-3置
換の単環芳香族であると考えられる｡さらにこの芳香
環に共役したシス一二置換のオレフィンが存在するこ

















































c lJc6　　1H6 1(Hz)　　　long叫gC COmhdon


















6･57 dd J=8.8, 3
8.64 a J=8.8











Jl･3･ H-4, Hz･1', Hf12'
flT1㌧ H,･12'
H･3, Hl5




H･4, H-5, H･7, FIJ
H･3- Jl{2㌧ H-3●, Hl･12-
H3･11, H-3'
H,ll-, H212', H{5㌧ tl,-ll'
H{21･ J1215㌧ HZ･6㌧ H3-lll
H･31･ H2･61, Hl7㌧ Hl･111
H2･5 I






(S)､ 13513 (S)および1H-NMRの65･07 (1H, m)､ 5.15 (lH, m)から二つの三置換オレフィンを含む鎖状
構造を持っと考えられるo C】lHl,ユニットを構成するものは､上記の二つのオレフィンの他､オレフィンに
結合したメチル基が三つ〔lH-NMR: 61･57 (3日･ br･ S)､ 1･59 (3H, br･ S)､ 1.67 (3H, br. S); 13C-
NMR: 616･0 (q)､ 17･7 (q)､ 25･7 (q)〕と三つのアリリックなメチレン〔1H-NMR: 61.95 (2H, m), 2.08
(2H, m)I 2114 (2H, m); 13C-NMR: 622.6 (i), 26.7 (m), 39.7 (i)〕の他に四級炭素に結合したメチレン











































cdxLnn　山celOD O46ct lD 125cn




























































画分　　　　　　N A WP WM WMA
収t 也)　　　20.0　　6.1　20.5　　　3.1　　1.4
Ej 0.85　　0.27　　0.03　　　0.04　　　0.004







収t 也)　0.221　0.569　　0. 194　1.992　　2.61 1　2.504
Ei 0.31　　　0.510.98　　　0.94　　　0.78　　　0.65
N-1 :ヘキサン溶出臥Nl2 :ヘキサン/ベンゼン1 : 1啓出臥












ている｡ 33､ 34､ 35　は　32　の三つの水酸基のうちの一つだけがアセテートになっており､それぞれ













































































































































































酢酸エチル19 : 1 (N-2)､ヘキサン/酢酸エチル
9 : 1 (N-3)､ヘキサン/酢酸エチル1 : 1 (N-4)､
表‖-19　ミツデソゾ(風乾品1kg)をメタノール抽出し
て得られた一次画分の収量と摂食選択性指数EE-
画分　　　　　　　N A WP WM WMA
収JL也)　　　19.1　7.9　1310　　1･3　　　1･2
β　　　　　　　0.63　　0.42　- 0.003　　0.002　　　0･04
N :中性郡､ A :酸性部､ WP :水斡性活性炭通過臥







Nll :ヘキサン溶出乱N-2 :ヘキサン/酢酸エチル19 : 1溶出乱










(54)51㌧ debromoisolaurinterol (55)52㌧ debromolaurinterol





































































































































































訓　29　06　06　1 4　7 1　59　72　6 1　6 1　56_ 5_ 1　07　28　30　04　∽　50　65　72_ 1　30　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0
chamigrane骨格であり､かっ､環に結合して
いる4つの炭素が全てメチル基であることと化合物の極性が低いことが必要であると考えられる｡
暖海域のウラソゾの中性部の主成分は､ laureatin (79)､ isolaureatin (80)､ isolaurallene (81)のような
8員環あるいは9員環エーテル化合物であるoこれに対して､極性はこれら三つの化合物(79 - 81)より


























































国分　　　　　　　N A WP WM WMA
収1(g)　　　0.201　0.697　3.02/1　1.703　　　2･634
Ez'　　　　　　0.74　　0.66　-0.03　　　0.06　　　0.06
N :中性部､ A:酸性臥WP :水溶性活性炭通過臥




画分　　　　　　N A WP WM WMA
収生垣)　　　0.283　0･562　3･472　1･885　　2･591
β　　　　　　0.78　　0.71　0.03　　　0･13　　　0･08
N :中性臥A :良性部､ WP :水溶性活性炭通過臥












































収JL 也)　　　0 041　　0.2743　　0 763　　0 987　　0 083　　0.55:I






c l3C　▲HeJ(1七) bn且rLZ)BC COZTdJdon
35.5 188 m H,･2.H19,H･19
2 13 du J=13.4,5.2,2.6
33.8　2.44 dJdd J=17 5.4 9,2･7.1 Hfl. H･4
2.51 du J=175.148.52
竹n`~舵砧的　Lh I Nr),N{2















Hf7. H19, H7･l 1, H-)4. Hz-15
H2-1, fl】･7, 汁-8, f1-10, H21日. tlr12, H･14.
Hl19
H{1. Hl･2Jtl4. H-8. Jtl-ll. H}･19
Hll7, H19. H1-12
H-8. H√ll, H7-12. Hl14, Kf15. Hll16. H･17,
H,-18
H,17, H･8, H･9, Hz-12, H1-15, Jl{)6, H-17.
H】･18
H-8. H-14. Hz-16. H-17
1=12 9.129.4 1 H･14.H7･15.J1-17,Tl･20
1=12 9,6 7.45
H{12. Hl14. Hl･16,山一-18. ～-20, J1,-21. J1.-22
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したo St･ 1は水深1-2mの転石域､ St･ 2は水深1-2mのエゾノネジモク群落､ St. 3は水深1-3mのア
ラメ群落の岸側縁辺部､ St･ 4は水深3-6mのアラメ群落中央部､ St･ 5は水深6-7mのアラメ群落沖側縁















るので43,､調査は1998年9､ 11､ 12月及び1999年6､ 9月の6回行った.ただし､ 1999年6月の調査はア
ラメの微細生息場に焦点を合わせ､アラメの密度の高いSt. 4と低いSt. 3でのみ行い､微細生息場の区分
をより細かくし､玉石の上面と下面､アラメ葉状部と仮根部周辺を区別した採集を行った0 1999年9月の






































































St･ Bおよび調査線上のSt. 0からSt. 50ではSt. Aに比べて密度は著しく低く､ St. 50より沖側の調査
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場所別の殻径組成を示す｡ 1998年9月には､ St･ 1､ St･
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個体がエゾノネジモク葉上から､ St･ 3では小型個体が玉石表面からそれぞれ採集された0 11月には､ St･
1とSt. 2のみで大型個体が採集され､殻径15mm以下の個体は全く採集されなかった｡これらは全て玉石
下の底表面に生息していた｡ 12月にはSt･ 1とSt･ 2のみで採集され､ St･ 1では殻径15mm以上の多数の
大型個体と殻径10mm以下の小型個体がわずかに､ St･ 2では大型個体のみが採集されたoこれらは全て玉
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域､ St. 2はエゾノネジモク群落､ St. 3は
アラメ群落岸側縁辺部､ St. 4はアラメ群落
中央部､ St. 5はアラメ群落沖側縁辺部､ St.
6は無節サンゴモ群落に設定した定点｡
石下の底表面に分布していたoクボガイは転石域やエゾノネジモク群落内の玉石下の底表面に多く分布して
おり､海藻葉上や玉石表面にはほとんど分布していなかった｡ St. 4､ 5および6からは全く出現しなかっ
たoいずれの調査でも､小型個体の採集個体数が少なかった｡
図Ⅳ-2-8はパティラの各調査点における微細生息場所別の殻径組成である｡ 1998年9月には､ St. 3を
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ラサキナ三について､ Pearse and Sc.heibling68'はホクヨウオオバフンウニについて､無節サンゴモの抽出
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